
地域医療の地域医療の
未来地図未来地図
日本の医療を地方から支える
建設業の力

文：槌田波留基

　「医療崩壊」「病床数のひっ迫」「医療施設の経営難」。昨今、そうした言葉をメディアで目にしない日はなかった。想
定を超える新型コロナウイルスの災禍に直面し、私たちは日本の医療体制が置かれている現状を目の当たりにした。
　しかしそれは近い将来、日本の医療が不可避的に対峙しなければならない課題でもある。少子高齢化に伴い、現時点
での医療体制には変革が求められている。高齢者の増加に伴う理想的な病床数の検証や、「急性期」から「回復期」ま
で切れ目のない医療体制の整備、そして医療・介護の領域における人的資源の確保など、全国各地で改革が始まって
いる。
　日本の医療が大きな変貌の時を迎えるなか、建設業界の果たすべき役割とは何か。新たな歴史を紡ぎ始める、地域に
根差した病院の現場を訪ね、その可能性を探る。

日本の人口構造の変化
日本の高齢者の数は今後急増する。総人口は近年横ばいだが徐々に人口減少局面を迎え、2060年には9,000万人を
割り込んで高齢化率は40％近い水準になると推計されている。

（厚生労働省提供資料を基に作成）

（提供： ㈱大林組）

（提供： ㈱大林組） （撮影：中原一隆）
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団塊の世代が
すべて65歳以上に

団塊の世代が
すべて75歳以上に

団塊ジュニアが
すべて65歳以上に

出典：総務省「国勢調査」「人口推計」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成29年推計）」

（単位：万人）
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未
来
の
医
療
の

在
り
方
を
考
え
る

　
現
在
、国
は
高
齢
化
を
見
据
え
た
医

療
体
制
を
再
構
築
す
る「
地
域
医
療
構

想
」を
推
進
し
て
い
る
。日
本
の
総
人
口

の
う
ち
高
い
割
合
を
占
め
る
団
塊
の
世

代
が
七
五
歳
を
迎
え
る
二
〇
二
五
年
に

向
け
て
、病
床
の
機
能
分
化
・
連
携
を
進

め
、質
が
高
く
効
率
的
な
医
療
提
供
体

制
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
始

ま
っ
た
取
組
み
だ
。

　
地
域
医
療
構
想
は
都
道
府
県
が
策

定
す
る
も
の
で
あ
り
、
二
次
医
療
圏

（
一
般
的
な
入
院
医
療
を
提
供
す
る
地

域
の
範
囲
）を
基
本
と
し
て
設
定
さ
れ

た
三
三
九
の「
構
想
区
域
」ご
と
に
、

二
〇
二
五
年
の
時
点
で
想
定
さ
れ
る
医

療
需
要
と
、「
高
度
急
性
期
」「
急
性

期
」「
回
復
期
」「
慢
性
期
」の
四
つ
の

医
療
機
能
ご
と
の
病
床
の
必
要
量
を
推

計
し
て
い
る
。各
構
想
区
域
で
は
、「
地

域
医
療
構
想
調
整
会
議
」を
設
置
し
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
病
院
の
役
割
分

担
や
連
携
の
在
り
方
な
ど
、将
来
を
見

据
え
た
医
療
提
供
体
制
の
整
備
に
つ
い

て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
厚
生
労
働
省
医
政
局
地
域
医
療
計

画
課
の
鈴
木
健
彦
課
長
に
、地
域
医
療

構
想
の
意
義
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

「
地
域
医
療
構
想
は
、将
来
の
人
口
動
態

を
勘
案
し
て
必
要
と
な
る
病
床
数（
ベ
ッ

ド
数
）を
推
計
し
、地
域
の
実
情
も
踏
ま

え
て
、将
来
あ
る
べ
き
医
療
体
制
を
整
備

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
す
。今
後
の
医
療
体
制
整
備
の
根
幹
と

も
い
え
る
の
が
病
床
数
で
す
が
、必
要
と

さ
れ
る
数
に
比
べ
て
現
在
は
過
剰
と
な
っ

て
い
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、こ
れ
を
地
域

の
医
療
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
適
し
た
数
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」。

　
国
は
、二
〇
四
〇
年
を
展
望
し
た「
医

療
提
供
体
制
改
革
」も
推
進
し
て
い
る
。

二
〇
二
五
年
以
降
も
少
子
高
齢
化
の
進

展
が
予
想
さ
れ
る
な
か
、更
に
長
期
的

な
視
野
を
持
っ
て
着
実
な
医
療
体
制
を

確
立
す
る
。そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
な
る
の

が「
医
師
・
医
療
従
事
者
の
働
き
方
改

革
」「
実
効
性
の
あ
る
医
師
偏
在
対
策
」

「
地
域
医
療
構
想
の
実
現
」と
い
う
三
本

の
矢
だ
。

　
か
つ
て
、わ
が
国
の
人
口
は
急
激
に
増

加
し
、比
例
し
て
患
者
の
数
も
増
え
た
。

し
か
し
、そ
の
ピ
ー
ク
は
既
に
過
ぎ
て
い

る
。「
人
口
と
患
者
数
の
減
少
傾
向
を
踏

ま
え
て
、病
床
数
は
今
ま
で
通
り
で
い
い

の
か
、検
討
が
必
要
な
の
で
す
。地
域
医

療
構
想
に
加
え
、医
療
人
材
の
確
保
と
、

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
働
き
方
改
革

を
三
位
一
体
で
推
進
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。地
域
医
療
構
想

を
は
じ
め
医
療
提
供
体
制
改
革
は
、現

時
点
に
お
け
る
医
療
を
俎
上
に
載
せ
た

も
の
で
は
な
く
、あ
く
ま
で
未
来
の
医
療

体
制
を
見
据
え
た
取
組
み
で
す
」と
鈴

木
課
長
は
語
る
。

そ
の
ベ
ッ
ド
や
医
療
機
能
は

本
当
に
必
要
か

　
地
域
医
療
の
状
況
を
最
も
正
確
に
把

握
し
て
い
る
の
は
都
道
府
県
で
あ
る
。地

域
医
療
構
想
が
都
道
府
県
の
自
律
性
に

委
ね
ら
れ
る
根
拠
は
そ
こ
に
あ
る
。一

方
、国
は
構
想
の
全
体
的
な
進
め
方
を

示
し
て
お
り
、こ
れ
ま
で
に
公
立
、公
的

医
療
機
関
な
ど
に
対
し
、民
間
医
療
機

関
で
は
担
う
こ
と
の
で
き
な
い
役
割
に

重
点
化
す
る
よ
う
医
療
機
能
の
見
直
し

を
行
い
、二
〇
二
五
年
時
点
で
の
医
療
機

能
、病
床
数
な
ど
の
具
体
的
な
対
応
方

針
を
策
定
し
、地
域
医
療
構
想
調
整
会

議
で
合
意
を
得
る
よ
う
求
め
て
き
た
。

二
〇
一
九
年
三
月
末
時
点
で
、公
立
で

は
約
九
五
％
、公
的
医
療
機
関
な
ど
で

は
約
九
八
％
の
病
院
で
二
〇
二
五
年
時

点
で
の
医
療
機
能
、病
床
数
な
ど
の
具

体
的
な
対
応
方
針
が
示
さ
れ
た
。だ
が
、

「
急
性
期
」か
ら「
回
復
期
」へ
の
転
換

な
ど
に
お
い
て
現
実
に
則
し
て
い
な
い
と

い
っ
た
指
摘
も
あ
る
。鈴
木
課
長
は
こ
う

説
明
す
る
。「
構
想
を
実
現
し
て
い
く
た

め
に
は
、緻
密
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
検

討
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。例
え
ば『
高
度
急
性
期
』か
ら『
慢

性
期
』ま
で
の
四
つ
の
医
療
機
能
類
型

だ
け
で
は
検
討
が
深
ま
ら
ず
、病
床
数

の
数
合
わ
せ
に
終
始
す
る
な
ど
、形
骸

化
さ
れ
た
議
論
が
行
わ
れ
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。地
域
医
療
構
想
調
整
会
議

の
議
論
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、精

細
な
診
療
実
績
な
ど
の
デ
ー
タ
を
示
す

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
」。

　
国
は
そ
の
検
討
材
料
の
一
つ
と
し
て
、

医療の未来を見極める地域医療構想

※P08-11の図は、厚生労働省提供資料を基に作成

（75 歳以上人口の将来推計（2015 年の人口を100としたときの指数））

鈴木 健彦　Takehiko Suzuki

医
療
機
関

都
道
府
県

医療機能の報告等を活用し、「地域医療構想」を策定し、
更なる機能分化を推進

医療機能の現状と
今後の方向を報告（毎年10月）病床機能報告病床機能報告

医
療
機
能
を
自
主
的
に
選
択

（
機
能
が
見
え
に
く
い
）

高度急性期機能
の患者

急性期機能の患者

回復期機能の患者

慢性期機能の患者

（A病棟）
高度急性期機能

（B病棟）
急性期機能

（C病棟）
回復期機能

（D病棟）
慢性期機能

機能分化・連携については、
「地域医療構想調整会議」で議論・調整

（「地域医療構想」の内容）

1. 2025年の医療需要と病床の必要量
   ・高度急性期・急性期・回復期・慢性期の4機能ごとに医療
　 需要と病床の必要量を推計
　・在宅医療等の医療需要を推計
　・都道府県内の構想区域（二次医療圏が基本）単位で推計

2. 目指すべき医療提供体制を実現するための施策
　例）　医療機能の分化・連携を進めるための施設設備の整備、
　　　 在宅医療等の充実、医療従事者の確保・養成等

国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成25（2013）年3月推計）」より作成

埼玉県
2025年の指数が
全国で最も高い

島根県
2030年以降の指数が
全国で最も低い

山形県
2025年の指数が
全国で最も低い

東京都
2040年に向けて上昇

全国

2015-2025-2040年の高齢化の状況各医療機能の内容

地域医療構想の更なる取組み（データ分析）
公立・公的医療機関等の「急性期機能」に着目した診療実績データを分析し、「診療実績が特に少ない」に9領域（※1）すべて、または「類似か
つ近接」に6領域（※2）すべて（人口100万人以上の構想区域を除く）に該当した医療機関に対して、合意された2025年の医療機関の役割や
医療機能ごとの病床数を定めた具体的対応方針の内容を再度検討のうえ、地域医療構想調整会議において改めて合意を得るよう要請。
※1 「診療実績が特に少ない」の分析では、「がん」「心筋梗塞等の心血管疾患」「脳卒中」「救急医療」「小児医療」「周産期医療」「災害医療」「へき地医療」「研修・派遣機能」

の9領域を分析対象としている
※2 「類似かつ近接」の分析では、「がん」「心筋梗塞等の心血管疾患」「脳卒中」「救急医療」「小児医療」「周産期医療」の６領域を分析対象としている

現在の病気を「治すこと」と「救うこと」
を重視する急性期医療から、「癒すこ
と」「支えること」が中心となる包括的、
生活支援的な医療が求められるよう
になる。こうした要素も踏まえ地域医
療を整備する必要がある

高度急性期機能 急性期の患者に対し、状態の早期安定化に向けて、
診療密度が特に高い医療を提供する機能

急性期機能
急性期の患者に対し、状態の早期安定化に向けて、
医療を提供する機能

回復期機能
急性期を経過した患者への在宅復帰に向けた医療
やリハビリテーションを提供する機能

慢性期機能 長期にわたり療養が必要な患者を入院させる機能

厚生労働省
医政局 地域医療計画課 課長

分析のイメージ
①診療実績のデータ分析
（領域等（例：がん、救急等）ごと）

②地理的条件の確認 ③分析結果を踏まえた
　地域医療構想調整会議における検証類似の診療実績がある場合のうち、

近接している場合を確認

①及び②により
「代替可能性あり」
とされた公立・公的
医療機関等

A
C

D

B

類似の診療実績

診療実績が少ない

民間
公立・公的等 同一構想区域

近接 遠隔

地域医療構想調整会議

医療機関の診療実績や
将来の医療需要の動向等を踏まえ、
医師の働き方改革の方向性も加味して、
・代替可能性のある機能の他の医療機関への統合
・病院の再編統合
について具体的な協議・再度の合意を要請

Ａ
病
院

B
病
院

Ｃ
病
院

D
病
院

多くの病気が治せた頃
1990年の日本の人口ピラミッド 2050年の日本の人口ピラミッド

多くの病気を治せなくなる頃

救うこと治すこと 救うこと治すこと

看取ること抱えて生きること
支えること癒すこと

0809 2020.08



統
合
の
必
要
性
に
つ
い
て
特
に
議
論
が

必
要
﹂と
位
置
付
け
た
。し
か
し
、こ
れ

は
あ
く
ま
で
検
討
材
料
で
あ
り
、公
表

さ
れ
た
病
院
が
直
ち
に
統
合
に
向
か
う

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。「
病
院
の
公
表

に
つ
い
て
は
動
揺
が
あ
っ
た
こ
と
も
確
か

で
す
が
、都
道
府
県
行
政
に
お
け
る
医

療
改
革
の
必
要
性
は
地
域
の
首
長
さ
ん

を
は
じ
め
皆
さ
ま
に
ご
理
解
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。公
表
さ
れ
た
病
院
の
デ
ー
タ

な
ど
を
精
査
し
、更
に
地
域
の
実
情
を

鑑
み
な
が
ら
、二
〇
二
五
年
、あ
る
い
は

二
〇
四
〇
年
と
い
う
長
い
ス
パ
ン
で
理
想

的
な
地
域
医
療
の
在
り
方
を
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」と
鈴

木
課
長
は
話
す
。今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
も
、

そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
再
認
識
を
促
す

契
機
と
な
り
、多
く
の
教
訓
を
示
唆
し

た
と
い
え
る
。

ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し

進
化
し
続
け
る
病
院

　
地
域
医
療
構
想
の
推
進
に
当
た
り
、

国
は
医
療
政
策
研
修
会
の
開
催
や
地
域

医
療
構
想
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
養
成
な
ど

の
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
、都
道
府
県
に
整
備

さ
れ
た「
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基

金
」を
は
じ
め
と
す
る
財
政
支
援
を
行
っ

て
い
る
。こ
の
基
金
が
後
押
し
す
る
事
業

は
、病
院
の
再
編
統
合
に
伴
う
新
築
や

改
築
か
ら
、病
床
機
能
の
転
換（「
急
性

期
」病
床
か
ら「
回
復
期
」病
床
へ
の
転

換
な
ど
）、病
棟
の
解
体
、医
療
機
器
の

整
備
・
処
分
費
用
、研
修
会
や
地
域
医

療
構
想
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
動
に
関
わ

る
経
費
な
ど
、多
岐
に
わ
た
る
。

　
実
際
に
こ
の
基
金
を
活
用
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

鈴
木
課
長
は
次
の
よ
う
に
話
す
。「
基

金
は
再
編
統
合
に
伴
う
病
院
の
新
築
だ

け
で
は
な
く
、広
範
な
医
療
分
野
に
対

応
す
る
総
合
病
院
の
整
備
か
ら
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
根
差
し
た
体
制
整
備
な
ど
に

ま
で
寄
与
す
る
も
の
で
す
。『
急
性
期
』

医
療
に
力
を
入
れ
て
い
た
病
院
が
地
域

の
ニ
ー
ズ
を
見
直
し
、病
棟
を
大
規
模

改
修
す
る
こ
と
で
地
域
包
括
ケ
ア
病
床

を
整
備
し
て『
回
復
期
機
能
』を
充
実

さ
せ
た
医
療
施
設
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た

事
例
も
あ
り
ま
す
。人
が
集
う
、地
域
に

密
着
し
た
医
療
体
制
が
実
現
で
き
た
と

い
う
評
価
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。今
後

も
そ
う
し
た
病
院
の
再
整
備
の
需
要
は

増
加
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。こ
の
基
金
は

そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
有
効

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」。

　
建
築
物
と
し
て
の
病
院
の
耐
用
年
数

は
三
〇
年
か
ら
長
く
て
も
四
〇
年
。そ

の
間
の
法
整
備
の
変
遷
や
医
療
技
術
、

機
器
の
進
化
を
鑑
み
る
と
そ
の
ペ
ー

ス
は
更
に
早
く
、二
〇
年
を
め
ど
に
改

修
、改
築
が
必
要
に
な
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　
そ
の
一
方
で
、病
院
は
地
域
に
お
い

て
、周
辺
住
民
の
医
療
と
健
康
を
担
う

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
拠
点
だ
。「
基

本
的
に
病
院
は
未
来
永
劫
そ
の
地
域
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
施
設
で
す
。し
か
し

旧
態
依
然
と
し
た
医
療
機
能
で
は
変
化

し
続
け
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

病
院
の
ス
ペ
ッ
ク
を
一
定
期
間
ご
と
に

見
直
す
こ
と
は
必
須
で
す
。そ
う
し
た
サ

イ
ク
ル
を
踏
ま
え
た
う
え
で
整
備
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」。改
修
や
更

新
の
時
期
が
あ
る
程
度
予
測
可
能
な
施

設
で
あ
る
な
ら
ば
、建
設
業
界
も
整
備

の
サ
イ
ク
ル
を
念
頭
に
置
い
た
提
案
が

可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
鈴
木
課

長
は
話
す
。

も
の
づ
く
り
の
視
点
で

病
院
の
整
備
を

　
実
際
の
と
こ
ろ
、地
域
医
療
構
想
で
は

現
状
の
病
院
を
改
修
す
る
だ
け
で
な
く
、

統
合
し
て
大
型
の
医
療
施
設
を
新
設
す

る
ケ
ー
ス
も
多
い
。最
新
鋭
の
医
療
機
器

と
万
全
の
体
制
を
備
え
た
総
合
病
院
の

新
築
は
、地
域
内
の
包
括
ケ
ア
に
向
け
た

取
組
み
を
強
化
す
る
た
め
、周
知
す
る
こ

と
で
市
民
の
理
解
を
得
や
す
い
。

　
建
設
業
に
求
め
ら
れ
る
の
は
医
療
分

野
に
お
け
る
広
範
な
知
見
と
、地
域
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
提
案
力
だ
。例
え
ば

介
護
分
野
で
は
、異
業
種
に
よ
る
進
出
が

加
速
し
て
い
る
。し
か
し
建
設
業
を
は
じ

め
民
間
企
業
が
医
療
業
界
に「
参
入
」す

る
こ
と
は
法
的
な
規
制
も
あ
り
困
難
な

状
況
だ
。そ
れ
で
も
、も
の
づ
く
り
の
観

点
か
ら
体
制
整
備
に
貢
献
で
き
る
余
地

は
少
な
く
な
い
。「
地
域
医
療
構
想
を
は

じ
め
、医
療
提
供
体
制
改
革
の
究
極
の
目

的
は
、そ
の
地
域
独
自
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
体
制
と
機
能
を
い
か
に
し
て
確
立
す

る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
の
最
終
ゴ
ー

ル
を
見
据
え
て
果
敢
に
提
案
し
続
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。あ
る
特
定

の
分
野
へ
の
異
業
種
企
業
の
参
画
が
優

れ
た
結
果
を
残
す
こ
と
は
多
々
あ
り
ま

す
。地
域
医
療
に
お
い
て
も
そ
れ
は
変
わ

ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」と
鈴

木
課
長
は
建
設
業
界
の
挑
戦
に
期
待
を

寄
せ
て
い
る
。

二
〇
一
九
年
に
、具
体
的
対
応
方
針
の

再
検
証
対
象
と
な
る
全
国
四
二
四
の
病

院
名
を
暫
定
版
と
し
て
公
表
し
、﹁
再
編

病床機能ごとの病床数の推移
2025年見込の病床数（※1）は121.8万床となっており、2015年に比べ、3.3万床減少する見込みだが、地域医療構想における2025年の病床
の必要量と比べて、未だ2.7万床の開きがある。2025年見込の「高度急性期」及び「急性期」の病床数（※１）の合計は72万床であり、地域医
療構想における2025年の病床の必要量と比べて、18.8万床の開きがある。一方で「回復期」については18.3万床不足しており、「急性期」から
の転換を進める必要がある。 2040年の医療提供体制を見据えた3つの改革

一体的に推進

2040年に向けて新たな課題に対応するため、Ⅰ．地域医療構想の実現に向けた取組み、
Ⅱ．医療従事者の働き方改革、Ⅲ．医師偏在対策を三位一体で推進し、総合的な医療提
供体制改革を実施

Ⅰ．医療施設の最適配置の実現と連携
（地域医療構想の実現：2025年まで）

① 全ての公立・公的医療機関等における具体的対応方針の合意形成
② 具体的対応方針の検証と地域医療構想の実現に向けた更なる取組み

Ⅱ．医師・医療従事者の働き方改革
　　（医師の時間外労働に対する
　　　上限規制：2024年度～）

① 医療機関における労働時間管理の
　 適正化とマネジメント改革
② 上手な医療のかかり方に向けた
　 普及・啓発と患者・家族への支援

Ⅲ.実効性のある医師偏在対策
（偏在是正の目標年：2036年）

① 地域及び診療科の医師偏在対策
② 総合診療専門医の確保等の
　 プライマリ・ケアへの対応

医療提供体制改革
すべての国民が安心できる質の高い医療提供体制の構築

【2015年度病床機能報告】 【2018年度病床機能報告（2019年5月時点暫定値）】 【地域医療構想における
2025年の病床の必要量】2015年

89.6
万床

76.6
万床

89.9
万床

合計 125.1万床 合計 124.6万床 合計 121.8万床 合計 119.1万床
2018年 2025年見込※1

※1：2018年度病床機能報告において、「2025年7月1日時点における病床の機能の予定」として報告された病床数
※2：2015年の病床数との比較
※対象医療機関数及び報告率が異なることから、年度間比較を行う際は留意が必要

高度急性期
16.9万床（14%）

0.9万床減
0.5万床増

1.4万床減

2.1万床増

4.0万床減

2.7万床減

4.1万床増

0.9万床減

急性期
59.6万床（48％）

回復期
13.0万床（10%）

慢性期
35.5万床（28％）

高度急性期
16.0万床（13％）

急性期
56.9万床（46％）

回復期
 17.1万床（14%）

慢性期
34.6万床（28％）

高度急性期
16.5万床（14%）

急性期
55.5万床（46％）

回復期
 19.2万床（16%）

慢性期
30.6万床（25％）

高度急性期
13.1万床（11％）
2.2割減※2

急性期
40.1万床（34％）
3.3割減※2

回復期
37.5万床（31％）
28.8割増※2

慢性期
28.4万床（24％）
2割減※2

72.9
万床

91.2
万床

72
万床

90.7
万床

53.2
万床

約2.8万床減
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地域医療の未来地図



崩
壊
か
ら
再
生
を
果
た
し
た

地
方
医
療
の
拠
点

　
兵
庫
県
丹
波
市
は
二
〇
〇
七
年
に

「
医
療
崩
壊
」を
経
験
し
た
。二
〇
〇
五

年
頃
か
ら
同
市
の
医
師
数
が
減
り
始

め
、中
核
医
療
施
設
で
あ
る
兵
庫
県
立

柏
原
病
院
で
は
、二
〇
〇
四
年
に
四
三

名
だ
っ
た
医
師
が
四
年
後
に
は
一
八
名

に
激
減
し
た
。特
に
小
児
科
で
は
医
師

が
二
名
の
み
と
な
り
、近
接
す
る
柏
原

赤
十
字
病
院
に
至
っ
て
は
小
児
科
を
休

診
せ
ざ
る
を
得
な
い
危
機
的
な
状
況
に

陥
っ
た
。

　
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
の
は
二
〇
〇
四

年
に
厚
生
労
働
省
に
よ
り
導
入
さ
れ
た

新
医
師
臨
床
研
修
制
度
だ
。医
学
部
卒

業
後
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
二
年
間

の
初
期
臨
床
研
修
に
従
事
す
る
研
修
医

は
、か
つ
て
と
異
な
り
医
局
に
所
属
す
る

こ
と
な
く
、自
ら
研
修
を
望
む
病
院
を
選

択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。い
ま
や
病
院

は
研
修
医
か
ら
選
ば
れ
る
時
代
と
な
り
、

結
果
、同
市
の
医
師
数
激
減
に
つ
な
が
っ

た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
県
立
柏
原
病
院
と
柏
原
赤
十
字

病
院
が
統
合
し
、二
〇
一
九
年
七
月
に
兵

庫
県
立
丹
波
医
療
セ
ン
タ
ー（
Ｔ
Ｍ
Ｃ
）

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。丹
波
市
健
康

セ
ン
タ
ー「
ミ
ル
ネ
」と
丹
波
市
立
看
護

専
門
学
校
を
併
設
す
る
Ｔ
Ｍ
Ｃ
は
、総

事
業
費
二
一
二
億
円
を
投
じ
た
一
大
メ

デ
ィ
カ
ル
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。資

金
の
一
部
に
は
地
域
医
療
介
護
総
合
確

保
基
金
が
活
用
さ
れ
た
。

　
二
〇
一
三
年
に
県
立
柏
原
病
院
の
院

長
と
な
り
、継
続
し
て
Ｔ
Ｍ
Ｃ
の
院
長
を

務
め
る
秋
田
穂
束
院
長
に
、開
院
の
経

緯
に
つ
い
て
伺
っ
た
。「
丹
波
か
ら
医
師

が
流
出
し
た
一
番
の
原
因
は
、教
育
環

境
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、研
修
医
に

と
っ
て『
学
べ
る
病
院
』と
し
て
の
魅
力

を
失
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。若
い
医
師
が

い
な
い
病
院
は
元
気
が
あ
り
ま
せ
ん
。医

師
自
身
の
知
識
も
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ

ま
せ
ん
。若
い
医
師
を
集
め
る
に
は
確
固

た
る
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
だ

と
考
え
、Ｔ
Ｍ
Ｃ
は『
医
療
教
育
で
勝
負

が
で
き
る
病
院
』を
目
指
そ
う
と
決
意

し
ま
し
た
」。

　
更
に
、救
急
医
療
に
も
力
を
入
れ
た
。

若
い
医
師
は
多
様
な
症
例
を
経
験
で
き

る
こ
の
分
野
に
対
す
る
志
向
が
強
い
。そ

の
救
急
医
療
領
域
で
も
教
育
シ
ス
テ
ム

は
不
可
欠
だ
。教
育
と
救
急
医
療
は
Ｔ
Ｍ

Ｃ
の
大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
た
。

　
県
立
柏
原
病
院
は
急
性
期
医
療
、柏

原
赤
十
字
病
院
は
回
復
期
医
療
か
ら
一

般
外
来
、訪
問
診
療
な
ど
を
担
っ
て
い
た

が
、そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
は
整
理
さ
れ
た
う

え
で
Ｔ
Ｍ
Ｃ
と
ミ
ル
ネ
に
引
き
継
が
れ
て

い
る
。Ｔ
Ｍ
Ｃ
は
Ｓ
造
七
階
建
て
、二
七

の
診
療
科
を
有
し
、二
〇
四
床
の
急
性
期

病
床
を
主
と
し
て
全
三
二
〇
の
病
床
数

を
誇
る
。「
急
性
期
」か
ら「
回
復
期
」、

そ
し
て
終
末
期
ま
で
幅
広
い
医
療
を
提

供
し
て
い
る
。

　
渡
り
廊
下
で
つ
な
が
る
ミ
ル
ネ
は
主

と
し
て
総
合
診
療
と
在
宅
医
療
を
担
い
、

人
間
ド
ッ
ク
や
健
康
診
断
を
行
う
健
診

セ
ン
タ
ー
と
、地
域
の
健
康
増
進
や
疾
病

予
防
を
担
う
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
擁

す
る
。両
者
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
医
療

施
設
と
し
て
総
合
診
療
医
の
育
成
と
地

域
包
括
ケ
ア
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。現

在
、医
師
の
数
は
七
〇
名
近
く
ま
で
に
回

復
。若
手
ス
タ
ッ
フ
、医
師
た
ち
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
非
常
に
高
い
と
秋
田
院
長

は
胸
を
張
る
。

ソ
フ
ト
の
理
念
を

真
摯
に
伝
え
る

　
秋
田
院
長
が
ハ
ー
ド
と
し
て
の
病
院

建
設
に
当
た
っ
て
最
も
重
要
視
し
た
の

は「
ソ
フ
ト
面
で
本
当
に
大
切
な
も
の
は

何
か
」を
検
証
し
続
け
る
こ
と
だ
っ
た
。

「
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、こ
の
病
院

が
生
き
残
る
道
は『
教
育
』し
か
あ
り
ま

せ
ん
。そ
の
こ
と
を
設
計
、施
工
の
現
場

に
伝
え
る
こ
と
に
注
力
し
ま
し
た
。か
つ

て
神
戸
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
改
築

に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
関
わ
っ
た
際
、理
念
と
も
い
え
る
ソ

フ
ト
の
考
え
方
を
現
場
と
共
有
で
き
れ

ば
、現
場
は
そ
れ
を
理
想
的
な
ハ
ー
ド
に

落
と
し
込
む
こ
と
で
応
え
て
く
れ
る
と

学
ん
だ
ん
で
す
。Ｔ
Ｍ
Ｃ
に
も
そ
の
コ
ン

セ
プ
ト
が
随
所
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い

ま
す
」。

　
例
え
ば
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
を
広

く
と
り
、テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
な
ど
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。ま
た
Ｔ

Ｍ
Ｃ
内
に
は
学
生
用
の
宿
泊
施
設
を
併

設
す
る
研
修
医
ス
ペ
ー
ス
や
ス
キ
ル
ス
ラ

ボ
を
設
け
、多
様
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

継
続
的
に
展
開
で
き
る
よ
う
工
夫
し
た
。

更
に
、地
域
の
健
康
や
予
防
を
啓
発
す
る

重
要
性
を
唱
え
る
秋
田
院
長
に
対
し
、設

計
者
と
施
工
者
側
が
提
案
し
た
の
が「
健

康
広
場
」だ
っ
た
。建
物
の
正
面
に
位
置

す
る
こ
の
ス
ペ
ー
ス
で
は「
健
康
フ
ェ
ス

タ
」な
ど
地
域
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
、好
評
を
博
し
て
い
る
。「
単
に

箱
モ
ノ
を
造
る
と
い
う
感
覚
で
は
な
く
、

病
院
側
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
理
解
し
、想

い
を
共
有
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
設
計

者
、施
工
者
に
あ
り
ま
し
た
。大
変
感
謝

し
て
い
ま
す
」と
秋
田
院
長
は
話
す
。

　
医
師
や
患
者
の
数
は
増
加
し
た
が
、こ

の
傾
向
が
三
〇
年
後
も
継
続
す
る
と
は

思
え
な
い
と
、秋
田
院
長
は
最
後
に
こ
う

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
た
。「
神
戸
や
大
阪

の
都
市
圏
か
ら
人
が
集
ま
る
仕
組
み
を

つ
く
れ
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。病
院

を
地
方
再
生
、ま
ち
づ
く
り
の
視
点
で
捉

え
る
。そ
う
し
た
観
点
か
ら
も
、こ
の
病

院
は
地
域
医
療
の
メ
ッ
カ
と
し
て
成
長

を
続
け
て
い
き
ま
す
」。

※P12-15の写真について、特記以外は提供： ㈱大林組兵庫県立丹波医療センター（左）と
丹波市健康センター「ミルネ」（右）

秋田 穂束　Hozuka Akita

兵庫県立丹波医療センター
院長

「教育」で勝負する総合医療センター
兵庫県立丹波医療センター

総合診療外来、休日応急診療、介護、健康相談を担う丹波
市健康センター「ミルネ」は総合診療医の育成拠点でも
ある（提供：兵庫県立丹波医療センター）
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ヒ
ト
と
モ
ノ
を

早
期
に
確
保
す
る

　
Ｔ
Ｍ
Ｃ
、ミ
ル
ネ
建
設
を
担
っ
た
の
は

㈱
大
林
組
だ
。現
場
を
取
り
仕
切
っ
た

神
戸
支
店
の
藤
本
寿
幸
所
長
は
こ
の
施

設
の
特
徴
を
こ
う
説
明
す
る
。「
Ｔ
Ｍ
Ｃ

は
免
震
、そ
の
他
は
制
振
構
造
を
採
用

し
て
い
ま
す
。東
側
の
通
用
口
か
ら
入
っ

て
も
西
側
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ま
で
が
一
望

で
き
る
見
通
し
の
良
さ
が
特
徴
で
す
。動

線
も
シ
ン
プ
ル
で
わ
か
り
や
す
い
。中
央

の
待
合
ス
ペ
ー
ス
は
吹
き
抜
け
に
な
っ
て

い
て
、診
療
エ
リ
ア
も
含
め
自
然
光
が
ふ

ん
だ
ん
に
降
り
注
ぐ
開
放
的
な
空
間
に

な
っ
て
い
ま
す
」。藤
本
所
長
は
現
在
、

姫
路
の
医
療
セ
ン
タ
ー
の
現
場
に
赴
任

し
て
い
る
。そ
こ
は
藤
本
所
長
に
と
っ
て

五
件
目
の
病
院
建
設
に
な
る
と
い
う
。

　
丹
波
の
現
場
で
最
も
腐
心
し
た
の
は

建
設
技
能
者
の
確
保
だ
っ
た
と
い
う
。

丹
波
は
大
阪
か
ら
一
〇
〇
㌔
㍍
と
近
い

距
離
に
あ
る
。最
盛
期
に
は
六
〇
〇
名

に
も
な
る
人
員
の
確
保
は
容
易
で
は
な

か
っ
た
。工
程
を
睨
み
、先
行
し
て
人
員

確
保
に
注
力
し
た
。約
二
年
間
の
工
期

だ
が
、最
終
段
階
と
な
る
サ
イ
ン
関
連
の

施
工
人
員
は
、着
工
か
ら
半
年
足
ら
ず
、

つ
ま
り
一
年
半
以
上
前
に
は
決
ま
っ
て

い
た
と
い
う
。

　
更
に
バ
ル
コ
ニ
ー
な
ど
の
部
材
は
プ
レ

キ
ャ
ス
ト
化
し
、鉄
筋
も
型
枠
と
一
体
化

し
て
工
場
で
量
産
す
る
フ
ァ
ブ
デ
ッ
キ
工

法
を
採
用
し
た
。「
必
要
最
小
限
の
人
員

で
、工
期
短
縮
が
図
れ
る
よ
う
工
数
を
減

ら
す
工
夫
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。工
場
製
作

な
の
で
品
質
も
担
保
で
き
ま
し
た
」と
藤

本
所
長
は
話
す
。人
員
の
確
保
、生
産
性

の
向
上
は
地
方
エ
リ
ア
の
大
規
模
現
場

に
お
い
て
都
市
部
以
上
に
必
須
に
な
る
。

病
院
建
設
に

教
科
書
は
無
い

　
藤
本
所
長
が
設
計
図
か
ら
読
み
取
っ

た
の
は
、医
療
ス
タ
ッ
フ
を
育
成
し
よ
う

と
す
る
病
院
の
想
い
だ
っ
た
。研
修
医
の

受
け
入
れ
態
勢
、看
護
師
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
、学
び
な
が
ら
も
実
務
を
意

識
し
た
看
護
学
校
、地
域
医
療
部
門
の

連
携
導
線
な
ど
の
配
慮
が
随
所
に
施
さ

れ
て
い
た
。「
高
度
な
医
療
体
制
の
構
築

は
も
ち
ろ
ん
、人
材
の
育
成
が
重
要
課
題

で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。高
性

能
の
バ
イ
オ
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
な
ど
、病

院
の
規
模
に
比
べ
て
オ
ー
バ
ー
ス
ペ
ッ
ク

か
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た

が
、地
方
部
で
も
若
手
医
師
の
ス
キ
ル
を

上
げ
る
こ
と
で
世
界
水
準
の
医
療
を
実

現
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
の
表
れ
だ
と
感

じ
ま
し
た
」と
藤
本
所
長
は
明
か
す
。

　
発
注
者
の
意
図
、想
い
を
読
み
取
る
こ

と
は
病
院
建
設
の
要
に
な
る
。そ
う
し
た

ス
キ
ル
は
病
院
整
備
の
メ
ソ
ッ
ド
と
し
て

確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

藤
本
所
長
は
こ
う
説
明
し
て
く
れ
た
。

「
場
数
も
重
要
で
す
が
、医
療
技
術
の
進

歩
は
驚
く
ほ
ど
速
い
。こ
の
現
場
で
得
ら

れ
た
知
見
が
一
〇
年
後
に
通
用
す
る
か

と
い
う
と
そ
れ
は
疑
問
で
す
。将
来
的
に

は
物
資
の
搬
送
を
ロ
ボ
ッ
ト
が
担
う
よ

う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
う
す
れ

ば
動
線
も
変
わ
り
、建
物
の
構
造
そ
の
も

の
も
違
っ
た
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。そ

う
し
た
時
代
や
地
域
の
要
請
を
見
極
め

て
現
場
に
臨
む
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
」。

　
病
院
の
造
り
方
と
い
う
教
科
書
を
編

む
こ
と
は
で
き
な
い
。現
場
の
若
手
に
は

「
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い
る

の
か
」と
い
う
答
え
を
自
ら
導
き
出
す
よ

う
指
導
し
て
い
る
と
い
う
。「
病
室
の
仕

上
げ
や
設
備
が
図
面
上
で
は
同
じ
に
見

え
て
も
、想
定
さ
れ
る
患
者
さ
ん
ご
と
に

そ
の
仕
様
が
異
な
り
ま
す
。そ
れ
に
は
理

由
が
あ
り
ま
す
。若
手
に
は
そ
う
し
た
病

院
の
現
場
の
特
徴
を
理
解
し
て
も
ら
い

た
い
ん
で
す
」。

　
一
見
、同
じ
仕
様
の
病
室
を
下
層
階

か
ら
上
層
階
に
向
け
て
機
械
的
に
施
工

し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
が
、見
た
目
は

同
じ
で
も
実
は
部
屋
ご
と
に
そ
の
機
能

は
全
く
違
う
。そ
こ
が
病
院
建
設
の
難
し

い
と
こ
ろ
で
あ
り
、面
白
い
と
こ
ろ
だ
と

藤
本
所
長
は
話
し
て
く
れ
た
。

整
備
し
た
病
院
に

関
わ
り
続
け
る

　
営
業
と
し
て
調
整
業
務
に
当
た
っ
た

同
社
の
西
浦
秀
男
副
部
長
は
、現
在
の

病
院
建
設
市
場
に
つ
い
て
こ
う
概
観
す

る
。「
現
在
、国
の
施
策
に
沿
っ
て
各
地

方
都
市
で
医
療
施
設
の
再
編
統
合
が
加

速
し
て
い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
て
い
ま

す
。一
般
か
ら
の
意
見
公
募
も
盛
ん
に
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。業
界
と
し
て
そ
う
し

た
動
向
に
着
実
に
応
え
る
こ
と
の
で
き

る
体
制
づ
く
り
が
急
務
で
す
」。

　
同
社
で
は
営
業
部
門
と
は
別
に
、コ

ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
設
計
、施
工
ま

で
を
一
貫
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
医
療
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
を
設
置
し
、地
域
と
病

院
の
ニ
ー
ズ
に
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
応
す

る
体
制
を
整
え
て
い
る
と
い
う
。「
完
工

後
も
日
常
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
は
多
い
ん
で
す
。元
施
工
で
あ

れ
ば
医
療
ニ
ー
ズ
の
変
遷
に
伴
う
数
十

年
後
の
改
修
、改
築
で
も
力
を
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
」。西

浦
副
部
長
は
長
期
的
な
視
野
で
病
院
建

設
の
将
来
を
展
望
し
て
い
た
。

藤本 寿幸　Toshiyuki Fujimoto

株式会社大林組
神戸支店
はりま病院建築JV 工事事務所（現）
所長

竣工前年のクリスマスイブには現場でイルミネーションを披露した。病院の
完成に期待を寄せる地元市民との交流が深まるなか、この時も大きな反響が
あったと藤本所長は話す

TMCの中央待合ホール（①）には兵庫県産の木材を採用、来院者の不安を和らげる緑や黄の優しい色彩を基調とした開放的な空間に自然光が降り注ぐ。ホールには
災害時対策として治療用酸素を供給する配管を施した。木質化された病室（②）にも落ち着きと安心感が満ちている。MRI（③）や放射線治療装置・リニアック（④）、バ
イオクリーンルームなどを導入し、先端的な医療を幅広く提供する体制を整備した

TMCの中央待合ホール

①③ ②④
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新
天
地
で

総
合
病
院
へ
の
脱
皮
を
目
指
す

　
東
北
地
方
唯
一
の
政
令
指
定
都
市
、

宮
城
県
仙
台
市
の
地
域
医
療
を
担
う
中

核
医
療
施
設
で
あ
る
Ｊジ

ェ
イ
コ
ー

Ｃ
Ｈ
Ｏ
仙
台
病

院
の
移
転
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
。仙
台

駅
か
ら
車
で
二
〇
分
、市
内
青
葉
区
に

あ
る
同
院
の
前
身
は
一
九
五
二
年
に
設

立
さ
れ
た
仙
台
社
会
保
険
病
院
だ
。結

核
療
養
所
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、七
〇
年

代
に
は
人
工
透
析
を
導
入
、腎
臓
疾
患

に
も
注
力
し
、着
実
に
実
績
を
上
げ
て

き
た
。二
〇
一
四
年
に
そ
の
経
営
母
体
が

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機

構（
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
）に
移
管
さ
れ
、現
在
に

至
る
。

　
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
は
地
域
住
民
、行
政
と
連

携
し
て
地
域
医
療
の
改
革
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。現

在
、全
国
五
七
の
病
院
を
中
心
と
し
て

一
〇
〇
以
上
の
医
療
、福
祉
施
設
を
運

営
。Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
仙
台
病
院
は
そ
の
一
角

を
な
す
。診
療
科
目
は
二
〇
。五
つ
の
診

療
セ
ン
タ
ー
を
擁
し
、一
般
病
床
数
は

四
二
八
、一
日
平
均
の
外
来
患
者
数
は

四
五
〇
名
あ
ま
り
に
及
ぶ
大
病
院
だ
。

　
冒
頭
の「
地
域
医
療
を
担
う
」と
い
う

言
い
方
は
い
さ
さ
か
語
弊
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。同
院
に
お
け
る
生
体
腎
移
植

の
術
例
は
年
間
二
十
数
例
に
及
び
、整

形
外
科
の
腰
痛
・
仙
腸
関
節
セ
ン
タ
ー

に
は
腰
痛
に
苦
し
む
患
者
が
全
国
か
ら

治
療
に
訪
れ
る
。そ
う
し
た
専
門
分
野

に
お
い
て
は
地
域
医
療
の
み
な
ら
ず
、全

国
を
視
野
に
入
れ
た
医
療
体
制
を
敷
い

て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
六
〇
年
代
に
整

備
さ
れ
、そ
の
後
も
増
築
や
改
築
を
繰

り
返
し
て
き
た
病
棟
は
老
朽
化
が
否
め

ず
、泉
区
紫

む
ら
さ
き
や
ま

山
に
病
棟
を
新
設
し
、竣
工

予
定
の
来
春
、全
面
移
転
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
村
上
栄
一
院
長
に
移
転
の
意
義
を
お

尋
ね
す
る
と「
古
く
て
使
い
難
く
な
っ
た

か
ら
」と
即
答
し
た
後
、こ
う
説
明
し
て

く
れ
た
。「
結
核
診
療
所
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
当
院
は
、幹
線
道
路
に
面
し
て

お
ら
ず
、現
在
の
敷
地
に
再
整
備
す
る
こ

と
が
難
し
か
っ
た
の
で
す
。医
療
体
制
の

高
度
化
を
図
る
た
め
に
も
場
所
を
変
え

て
の
再
出
発
は
必
須
で
し
た
」。

　
現
病
院
は
、最
も
新
し
い
第
三
病
棟

で
も
築
三
〇
年
が
経
過
し
、病
院
全
体

の
動
線
も
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
る
。

移
転
に
よ
り
小
児
科
を
新
設
し
、呼
吸

器
内
科
、脳
神
経
内
科
な
ど
に
常
勤
医

師
を
配
置
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
。移
転
先
の
泉
区
を
含
む
仙
台
市

北
部
で
は
総
合
病
院
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
て
い
る
。高
齢
化
社
会
を
見
据

え
、病
院
の
実
力
を
高
度
化
さ
せ
な
が

ら
、地
域
に
頼
ら
れ
、地
域
が
誇
り
と
す

る
病
院
に
な
る
こ
と
が
地
域
医
療
の
原

点
だ
と
村
上
院
長
は
話
す
。「
当
院
に
は

全
国
的
に
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
診
療
科

が
あ
り
ま
す
。こ
れ
に
更
な
る
磨
き
を
か

け
、同
時
に
地
域
に
根
差
し
た
総
合
病

院
化
を
図
り
ま
す
。単
な
る
移
転
で
は

な
く
、旧
仙
台
社
会
保
険
病
院
の
偏
っ

た
体
質
か
ら
、総
合
病
院
へ
の『
脱
皮
』

と
捉
え
て
い
ま
す
」。

ニ
ー
ズ
の
変
化
に

柔
軟
に
応
え
る

　
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
仙
台
病
院
が
新
病
院
に
求

め
た
の
は
、各
診
療
科
の
医
療
体
制
を
高

度
化
さ
せ
た「
総
合
病
院
と
し
て
の
機

能
」だ
。中
で
も
腎
臓
内
科
の
更
な
る
強

化
は
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。ま
た
、仙

腸
関
節
に
起
因
す
る
腰
痛
治
療
に
お
い

て
は
国
内
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、現
在
の
腰
痛
・
仙
腸
関
節
セ
ン
タ
ー

を
、日
本
仙
腸
関
節
セ
ン
タ
ー
と
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
る
。「
治
験
や
臨
床
研

究
か
ら
得
ら
れ
た
医
療
情
報
を
発
信
し

て
い
く
こ
と
も
当
院
の
使
命
で
す
。設
計

当
初
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
研
究
所
を

新
病
院
内
に
設
置
し
、情
報
発
信
を
し
て

い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。ま
た
設
計
変
更

に
な
り
ま
す
が
、施
工
現
場
に
も
ご
理
解

い
た
だ
き
頑
張
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
」と
村
上
院
長
は
話
す
。

　
新
病
院
の
施
工
を
担
っ
て
い
る
の
は

鹿
島
建
設
㈱
だ
。二
〇
一
八
年
十
月
の

着
工
以
来
、現
場
を
率
い
る
同
社
の
柴

田
剛
典
所
長
は
、こ
れ
ま
で
に
四
件
の
病

院
建
設
に
携
わ
っ
て
き
た
。設
計
変
更
を

伴
う
村
上
院
長
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
、

柴
田
所
長
は
こ
う
説
明
し
て
く
れ
た
。

「
病
院
の
建
設
で
は
着
工
後
の
頻
繁
な

設
計
変
更
、微
調
整
は
避
け
て
通
れ
ま

せ
ん
。医
療
機
器
も
設
計
当
初
か
ら
文

字
通
り
日
進
月
歩
で
進
化
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
機
械
や
機
器
の
変
更
に
伴
う

修
正
事
案
を
は
じ
め
、医
療
ニ
ー
ズ
の
変

化
に
い
か
に
柔
軟
か
つ
正
確
に
対
応
す

る
か
が
病
院
建
設
で
は
大
き
な
テ
ー
マ

に
な
り
ま
す
」。

　
病
院
に
限
ら
ず
着
工
後
の
設
計
変
更

は
多
々
あ
る
こ
と
だ
が
、こ
と
病
院
の
建

設
に
関
し
て
は
そ
の
頻
度
が
高
い
。例
え 村上 栄一　Eiichi Murakami

独立行政法人 地域医療機能推進機構
仙台病院 院長

杜の都の医療を担う新総合病院
ＪＣＨＯ仙台病院

完成予想パース（提供：鹿島建設㈱）

建設が進むJCHO仙台病院
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ば
新
設
が
起
案
さ
れ
、設
計
が
開
始
さ
れ

た
五
年
前
の
医
療
技
術
、医
療
ニ
ー
ズ
が

竣
工
時
も
変
わ
ら
ず
に
あ
る
と
は
限
ら

な
い
。「
医
療
」の
進
歩
は
そ
れ
だ
け
速

い
と
い
う
こ
と
だ
。

　
着
工
当
初
に
は
予
定
に
な
か
っ
た
食

堂
も
職
員
の
強
い
要
望
に
よ
り
、改
め

て
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。村
上
院
長

は
こ
う
振
り
返
る
。「
透
析
の
た
め
に
長

時
間
院
内
で
過
ご
す
患
者
さ
ん
や
入
院

患
者
、そ
の
ご
家
族
の
こ
と
を
考
え
る

と
、や
は
り
き
ち
ん
と
し
た
食
事
が
で

き
る
場
所
は
必
須
だ
と
い
う
結
論
に
至

り
ま
し
た
。現
在
の
食
堂
の
ラ
ー
メ
ン
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
ド
ク
タ
ー
も
い
ま

す
。新
し
い
病
院
に
食
堂
が
無
い
と
優

秀
な
先
生
が
離
れ
て
行
っ
ち
ゃ
い
ま
す

よ
、と
医
局
か
ら
脅
か
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
」と
言
っ
て
笑
っ
た
。

　
一
方
、こ
う
し
た
病
院
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、柴
田
所
長
が
心
掛
け
て
い

る
の
は「
と
に
か
く
話
し
合
い
を
す
る
こ

と
」だ
と
言
う
。「
病
院
サ
イ
ド
と
対
話

が
で
き
る
場
を
頻
繁
に
設
け
て
、施
主
の

気
持
ち
を
で
き
る
だ
け
早
期
に
汲
み
取

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
ち
ら
か
ら

今
後
想
定
で
き
る
こ
と
を
お
伝
え
し
て

検
討
を
促
す
な
ど
、共
に
考
え
る
と
い
っ

た
姿
勢
で
臨
ん
で
い
ま
す
」。

　
い
ざ
設
計
を
変
更
す
る
と
な
る
と
、

施
主
、設
計
会
社
、施
工
者
を
は
じ
め
と

す
る
全
関
係
者
が
、工
程
や
予
算
な
ど

を
勘
案
し
な
が
ら
喧け

ん
け
ん
が
く
が
く

々
諤
々
の
議
論
を

重
ね
る
こ
と
に
な
る
。そ
の
様
子
を
間

近
で
見
て
き
た
同
院
の
松
坂
貴
之
経
理

課
長
は
こ
う
話
す
。「
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
本
部
に

専
従
す
る
一
級
建
築
士
も
交
え
て『
バ

ト
ル
』と
言
っ
て
も
い
い
ほ
ど
の
激
し
い

議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
全

員
が
最
良
の
打
開
策
を
見
出
そ
う
と
し

て
い
る
姿
に
心
を
打
た
れ
ま
す
。新
病

院
の
建
設
に
携
わ
る
の
は
初
め
て
で
す

が
、契
約
書
に
は
な
い
事
案
に
対
し
て

理
解
を
示
し
て
く
れ
る
人
が
建
設
現
場

に
ど
れ
だ
け
い
る
か
、そ
れ
に
よ
っ
て
施

工
の
進
捗
、ひ
い
て
は
病
院
の
将
来
が

大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
」。

施
工
中
も

地
域
の
期
待
に
応
え
た
い

　
新
病
院
の
構
想
は
二
〇
年
以
上
前
か

ら
あ
っ
た
と
い
う
。そ
の
念
願
が
よ
う
や

く
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。躯
体
は

地
震
動
を
最
小
限
に
抑
制
す
る
免
震
構

造
。現
場
で
は
工
期
の
短
縮
と
品
質
を
確

保
す
る
た
め
鉄
筋
の
ユ
ニ
ッ
ト
化
や
、Ｂ

Ｉ
Ｍ
を
は
じ
め
と
す
る
Ｉ
Ｔ
施
工
が
導
入

さ
れ
た
。

　
そ
う
し
た
取
組
み
に
加
え
て
柴
田
所

長
が
重
視
す
る
の
は
、施
設
と
し
て
の

「
使
い
勝
手
の
良
さ
」だ
。病
院
建
設
で

は
、実
際
に
導
入
す
る
ベ
ッ
ド
や
什
器
を

配
置
し
た
モ
デ
ル
ル
ー
ム
を
事
前
に
つ
く

り
、医
師
や
看
護
師
の
動
作
、動
線
を
確

認
す
る
こ
と
が
必
須
な
の
だ
が
、こ
の
現

場
の
一
角
に
も
病
室
を
忠
実
に
再
現
し

た
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。「
設
計
図

面
や
３
Ｄ
デ
ー
タ
を
用
い
て
病
室
の
動

線
を
確
か
め
る
こ
と
は
あ
る
程
度
可
能

で
す
が
、ベ
ッ
ド
周
り
は
患
者
さ
ん
の
命

を
預
か
る
重
要
な
ス
ペ
ー
ス
で
す
か
ら
、

や
は
り
実
際
の
身
体
感
覚
で
の
検
証
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
」と
柴
田
所
長
は
話
す
。

　
更
に
、柴
田
所
長
の
視
線
の
先
に
は
地

域
に
暮
ら
す
市
民
の
姿
が
映
る
。施
主
は

病
院
だ
が
、実
際
に
こ
こ
を
利
用
す
る
エ

ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
は
、こ
の
地
域
の
一
般
市

民
だ
。新
病
院
の
素
晴
ら
し
さ
を
施
工
中

も
市
民
に
向
け
て
発
信
で
き
な
い
か
と

考
え
た
。「
病
院
と
相
談
し
て
、モ
デ
ル

ル
ー
ム
を『
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』と
し
て
市
民

の
皆
さ
ん
に
開
放
す
る
こ
と
を
計
画
し

ま
し
た
。何
が
あ
っ
て
も
安
心
し
て
命
を

委
ね
ら
れ
る
、地
域
に
根
差
し
た
病
院
が

も
う
す
ぐ
で
き
る
ん
だ
と
、そ
う
感
じ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
」。

　
残
念
な
が
ら
こ
の
計
画
は
、コ
ロ
ナ

禍
に
阻
ま
れ
て
実
現
で
き
て
は
い
な
い

が
、地
域
に
寄
り
添
い
、開
院
直
後
か

ら
病
院
運
営
を
軌
道
に
乗
せ
よ
う
と
す

る
発
注
者
と
施
工
者
の
配
慮
が
垣
間
見

え
た
。

「
治
せ
る
病
院
」が

地
域
医
療
の
中
心

　
現
在
の
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
仙
台
病
院
の
大
き

な
特
徴
の
一
つ
が
医
局
の
広
さ
だ
。そ
れ

は
新
病
院
で
も
変
わ
ら
な
い
。診
療
科
ご

と
の
垣
根
を
取
り
払
い
、医
師
同
士
の
一

体
感
を
醸
成
す
る
た
め
に
は
セ
ク
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
を
排
し
た
医
局
が
不
可
欠
だ
と
、 柴田 剛典　Takenori Shibata

鹿島建設株式会社
東北支店
JCHO 仙台病院建替整備工事事務所 所長

村
上
院
長
は
こ
う
語
る
。「
東
日
本
大
震

災
発
災
時
に
県
内
の
イ
ン
フ
ラ
が
途
絶

え
る
な
か
、す
べ
て
の
透
析
患
者
を
受
け

入
れ
て
二
四
時
間
体
制
で
懸
命
に
透
析

治
療
を
継
続
し
ま
し
た
。そ
の
院
内
の
一

体
感
、強
固
な
結
束
は
現
在
に
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。そ
の
象
徴
が
新
病
院
の

ワ
ン
フ
ロ
ア
を
占
め
る
医
局
で
す
」。

　
大
震
災
か
ら
一
〇
年
の
節
目
と
な
る

年
に
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
仙
台
病
院
は
新
た
な
歴

史
を
紡
ぎ
始
め
る
。新
病
院
は
泉
区
の
丘

陵
地
帯
に
広
が
る
泉
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
内

で
来
春
開
院
予
定
だ
。一
九
七
〇
年
頃

か
ら
開
発
が
始
ま
っ
た
こ
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
で
は
今
も
宅
地
造
成
が
進
ん
で
お
り
、

新
た
な
定
住
者
を
迎
え
続
け
て
い
る
。新

病
院
は
こ
の
緑
あ
ふ
れ
る
美
し
い
ま
ち

の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

「
今
後
、泉
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
に
は
若
い
世

代
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。同
時

に
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
も
変
わ
っ
て
く
る
で

し
ょ
う
。ど
こ
に
移
転
し
て
も
、治
す
こ

と
が
で
き
る
病
院
が
地
域
医
療
の
中
心

地
に
な
り
ま
す
。仙
台
北
部
圏
の
各
病

院
、医
療
施
設
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
エ

リ
ア
の
動
向
に
対
応
で
き
る
医
療
体
制

の
構
築
を
目
指
し
ま
す
」と
村
上
院
長
は

決
意
を
固
め
て
い
る
。

医療用ガスの配管作業はボルトや他の配管との離隔が詳細に規定されている。電気配管などと
の干渉を検証しながら施工する繊細な作業だ

施工用のメイン通路には人工芝やミストシャワーを設置し安全
性の向上を図っている

高層棟の4階から7階は病室になる。窓を大きくとり自然光の採
光に配慮した設計になっている

工場で製作された配筋付デッキを現場に搬入し、施工するなど、
様々なユニット工法により生産性が向上した

中央の高層棟を低層棟が包囲する構造になっている。右側のエネルギーセンター棟に電気施設
を集約する。ここには職員用の保育施設も整備される

現場の一画に設けられた「JCHOギャラリー」。このモデルルームでは内
装の色彩計画からスイッチの高さまでを体感して確認する
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